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この一年間，調査研究に関していろいろめざましい進展がありました。

平成12年度に発足した調査研究検討協議会の事前評価を受けた課題の研究が始まった初年度だったわけ

です。研究成果発表会も主務課，保健所，地方振興局を対象として，事後評価の一つとして盛会に開か

れました。時代に即した県民のニーズ，行政のニーズに対応した調査研究とは口では言うに易く，実際

にはなかなか難しいことです。行政とも検討協議をしながら模索するしかありませんが，軌道に乗りつ

つあります。

環太平洋有害廃棄物国際シンポジウムには，「鉄酸化細菌の電気的大量培養法」を発表しましたし，岡

山県保健福祉学会には「ELISA法による女性ホルモン様化学物質の測定」を発表して学会長賞を受けまし

た。部長の仲立ちにより，調査研究内容の一部を，担当者共々知事室に御報告に行きました。公聴広報

課よりの話で，山陽テレビにも15分の紹介番組を組んでもらい，調査研究や業務の内容を県民に広くお

知らせし，情報の還元ができました。このように，活動が活発化しており，頼もしいことです。

ここに，平成13年度における調査研究業績を取りまとめ，年報として刊行する運びになりました。御

高覧の上御意見を頂ければ幸せです。

平成14年8月
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